
企画

２０２４年第７１回応用物理学会春季学術講演会シンポジウム
放射線教育・市民科学に向けた検出器開発

中高生が 市民が

放射線 研究

応用物理学会放射線分科会

今まで専門的で高価だった放射線検出器が

一般の人でも使える時代に。

学校や市民を巻き込んだ放射線の研究を

当たり前の世界に。

だれでも参加できる世界中の市民放射線研究と出会えます。

 

対象 どなたでもご参加いただけます。（予約は不要です）

世話人 田中 香津生（早稲田大学）、森谷 隆広（浜松ホトニクス）

CERNで高校生が素粒子実験
Beamline for Schools
Markus Joos （CERN）

宇宙線をつかって古墳調査 
古墳ミュオグラフィ 
角谷 賢二（国際美術研究所）

3
25

13:30    17:00

2024年

東京都市大学世田谷キャンパス＆オンライン

月

市民で探す雷雲ガンマ線 
雷雲プロジェクト 
辻 直希（京都大学）

１万円台のペルチェ式霧箱 
ペルチェ式霧箱 
秋吉 優史（大阪公立大学）

高専でサイクロトロン加速器 
AxeLatoon 
大谷 将士（KEK）

イタリアの宇宙線ネットワーク 
OCRA 
Carla Aramo（INFN）

１００ドルでつくる宇宙線検出器 
Cosmic Watch 
Spencer N. Axani （MIT）

数十カ国の宇宙線ネットワーク 
Quarknet
Kenneth Cecire （University of Notre Dame）


